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「
希
望
の
虹
」 

平
成
二
十
九
年
十
月
十
九
日 

文
化
祭
！ 

感
動
を
あ
り
が
と
う 

 

十
月
十
五
日
（
日
）
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
多
数

の
ご
来
賓
や
保
護
者
の
皆
様
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
文

化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
当
日
に
向
け
て
総
合
的
な

学
習
の
時
間
等
を
利
用
し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

ス
テ
ー
ジ
の
部
は
吹
奏
楽
部
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
始
ま
り

作
文
発
表
、
英
語
暗
唱
と
続
き
ま
し
た
。
各
学
年
部
の
発
表
で

は
、
一
年
生
が｢

私
た
ち
の
玉
東
町｣

と
し
て
町
政
五
十
周
年
を

記
念
し
て
こ
れ
ま
で
の
町
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
二
年

生
は
「
平
和
学
習
・
職
場
体
験
学
習
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
劇
を

交
え
て
発
表
し
ま
し
た
。
三
年
生
は
「
夏
休
み
～
戦
後
七
十
年

改
定
バ
ー
ジ
ョ
ン
～
」
と
い
う
劇
を
通
し
て
戦
争
の
悲
し
み
や

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
表
現
し
ま
し
た
。
約
一
時
間
に
も
な
る

感
動
的
な
大
作
と
な
り
ま
し
た
。 

 

午
後
は
全
ク
ラ
ス
に
よ
る｢

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル｣

で
し
た
。
最

優
秀
賞
は
三
年
二
組
で
し
た
が
、
ど
の
ク
ラ
ス
の
歌
声
も
聴
衆

の
心
を
振
る
わ
せ
る
ほ
ど
の
立
派
な
合
唱
で
し
た
。
そ
の
他
、

展
示
物
も
含
め
て
玉
東
中
の
生
徒
・
職
員
の
実
力
を
精
一
杯
発

揮
で
き
た
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。
感
動
・
感
謝
。 

 

心
の
栄
養
と
な
る
言
葉
⑥ 

「
我
こ
と
に
お
い
て
後
悔
を
せ
ず
」 

宮
本
武
蔵
（
剣
術
家
） 

（
十
代
の
た
め
の
座
右
の
銘 

大
泉
書
店
よ
り
） 

今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
天
候
の
下
、
玉
名
荒
尾

中
体
連
「
駅
伝
競
走
大
会
」
が
横
島
町
周
回
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
の
選
手
団
も
こ
の
一
年
間
の
努
力

の
成
果
を
発
揮
し
、
堂
々
の
力
走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。 女

子 

（
十
位
）
記
録
：
四
十
五
分
二
十
三
秒 

男
子 

（
五
位
）
記
録
：
一
時
間
六
分
二
十
三
秒 

一
方
で
強
豪
と
言
わ
れ
る
学
校
と
は
ど
こ
に
差
が
あ
る

の
か
、
し
っ
か
り
と
課
題
を
分
析
し
来
年
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

 

吹奏楽部演奏 英語暗唱 １年発表 

２年発表 ３年発表 合唱コンクール（３－２） 

健
闘
！
玉
名
荒
尾
「
中
体
連
駅
伝
」 

男・女 1 区二宮君と松田さんの力走 


